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バングラデシュのマタバリ地区で深海港の建設と連動した新空港の建設構想

が具体化に向けて進行中だ。年内にも具体化される可能性もある。このプロジェク

トはバングラの経済成長と物流インフラの強化を目的とした大規模な国家戦略の

一環として進められている。 

現在、日本の支援を受けて、マタバリ深海港が建設されている。これと連動す

る形で、新空港の建設計画が進められており、港湾と空港を一体化した多機能型

の物流拠点としての形成が期待されている。新空港の建設によって海と空の両方

からアクセスが可能となるため、バングラの国際競争力が大きく向上する。 

新空港建設はバングラ政府が国家戦略の一環として進めているプロジェクトで、

現在、整備が進むマタバリ深海港と連携が特に重視されている。            

ユヌス首席顧問が率いる暫定政権は

「マタバリ総合的インフラ開発イニシア

ティブ（МＩＤＩ）」を中心に、深海港や空

港、鉄道、高速道路、エネルギー施設

などを含む包括的な地域開発計画を

推進してきた。 

この構想の中で空港の新設が検討さ

れ、増加する旅客需要や物流の効率

化に対応するための重要な要素とされ

てきた。 
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マタバリ新空港建設構想具体化へ 
マタバリ深海港と連動、港湾と空港一体化「物流拠点」形成に期待 

バングラデシュのマタバリ地区で深海港の建設と連動した新空港の建設構想

が具体化に向けて進行中だ。年内にも具体化される可能性もある。このプロジェ

クトはバングラの経済成長と物流インフラの強化を目的とした大規模な国家戦

略の一環として進められている。 

 
 



ASIAN ECONOMIC NEWS 2 
 

 

 

アジア経済新聞 
 

 

■ジャンル：国際（主にアジア太平洋地域） 国内 政治 経済 金融 環境 気候変動 再生エネル

ギー 建設 鉄鋼 製造 通信 スマートシティ 住宅・不動産 物流 テクノロジー 先端技術 外務省、

国土交通省、経済産業省、国際協力機構（JICA）、ジェトロ、経済団体 オピニオン 

 
 

■購読料：２０,０００円（年間）消費税込み 

 

 

■発行元：一般社団法人海外インフラ研究協会／アジア経済新聞 

        東京都港区北青山２-７-20 猪瀬ビル２F  電話：０８０-４８３０-３３３０ 

        代表理事 礒部猛也 

 

 

■アジア経済新聞：編集責任者 千原直行 

     E-mail：chihara.naoyuki@gmail.com 
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